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研究成果の概要（和文）：　4年にわたるキルギス現地調査と国内関連研究は、キルギスにおける紀元前12000年
から1500年（中石器時代から後期青銅器時代）にかけた遊牧社会形成の実体の解明に向けて大きく前進した。発
掘をおこなったすべての遺跡において、中石器層から青銅器時代層のあいだには1万年ほどの空白があり、連続
性がないことは、中央アジアの遊牧社会の形成に関する、西方からの遊牧民移住、在地農牧民の専従遊牧民化と
いう2つのシナリオのうちの前者がより妥当であることを提起する重要な成果である。今後は調査・研究をキル
ギス周辺地域に拡大し、中央アジア全体という巨視的観点で遊牧社会形成の経緯と地理的多様性を探求してい
く。

研究成果の概要（英文）：　It is highly probable that the formation of nomad societies in Kyrgyzstan 
occurred during the Bronze Age, roughly dated to 1900B.C.～1400 B.C., after the arrival of the 
Andronovo culture which had expanded in Central Asia from the Ural Mountains to the Altai Mountains.
 The proposal of this probability is based on the 4 years’excavations and research in Kyrgyzstan 
which yielded the following results. ① At the sites which we excavated, there is a blank period of 
some 10,000 years between the Mesolithic and the Bronze Age layers with no continuity; ② Evidences 
for domestication of wheat and barley were obtained at the site of Aigyrzhal; ③ C-14 dates for the 
charred samples from the sites of Aigyrzhal 2 and 3 range from 1900 B.C. to 1400 B.C. to be placed 
in the time scale of the Late Bronze Age in the region; ④ Bronze objects from the site of Aigyrzhal
 3 such as earings, bracelets and beads are identical to the typical ones of the Bronze Age 
Andronovo culture of Central Asia.

研究分野： 人文学（先史考古学）、先史時代の技術発展
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１．研究開始当初の背景 
今日まで、遊牧社会は文明社会と対立する

ものとみなされ、しばしば、文明崩壊の要因
となった勢力として考えられてきた。例えば、
紀元前 2000 年頃の西アジアのセム系遊牧集
団によるウル第 3 王朝の崩壊や、紀元前後の
東アジアにおける匈奴勢力と秦・漢王朝の対
立・抗争を挙げることができる。このような、
「遊牧」と「文明」を対立させる視点は、楔
形文字や漢字などの記録を残した「文明」側
による偏向主観をそのまま受け継いだもの
といえる。 
本研究の代表者らは平成 17年度から 21年

度にかけ、シリアのユーフラテス河中流地
域・ビシュリ山系の青銅器時代遺跡に焦点を
あて、河川沿い集落と墓地および山系台地砂
漠上の墓地という地理的条件と性格が異な
る 3 種の遺跡群を同時的に発掘し、セム系遊
牧集団が発生・発展した経緯の解明に取り組
んだ。 
この一連の研究では、遺跡群各々の集落数

の増減や集落規模の縮小・分散、集落立地の
変化、あるいは墓の造営年代差などという考
古学的物証に基づき、居住形態の統合と分離
による集団構造の再編成という事象を確認
し、「セム系遊牧集団」と呼ばれていた人々
が、1）農耕と牧畜を複合的に実施する半農
半牧民であったこと、2）気候変動等の外的
要因に応じて農耕民、遊牧民、都市民などに
分離・統合する柔軟性を有していたこと、そ
して、3）河川ルート沿いの物資流通に従事
する交易民としての側面を併せ持っていた
ことを実証的に解き明かした（大沼（編）
2010）。 
一方、中央アジア地域は牧畜文化の起源地

である西アジア地域とそこから波及した牧
畜文化を二次的に受容した地域であった可
能性が高いと考えられている。このことは果
たして事実であったのか？中央アジアにお
いても、農耕と牧畜を同時に実施していた半
農半牧民が何らかの要因により農耕民、遊牧
民、都市民へと分離した可能性はなかったの
であろうか？この疑問を解明するために着
想したのが本研究である。 
 
２．研究の目的 
（1）騎馬遊牧民に代表され、ユーラシア東
西文明交流の中核を担った中央アジア遊牧
社会はどのように形成されたのか？ 牧畜文
化発祥の地であったが故に多くの研究蓄積
有する西アジア地域との比較研究をとおし
て中央アジアの遊牧社会の発生および発展
の実態をその最古層にまで遡り探求する。こ
のことが本研究の第 1 の目的である。 
（2）中央アジアの遊牧社会形成に関して考
えられるシナリオは 2 つある。その１つは西
方からの遊牧民移住であり、その 2 は在地農
牧民の専従遊牧民化である。これらのシナリ
オ・仮説の妥当性を問いつつ、キルギス共和
国東部・天山山脈の北麓地域で異なる性格の

複数遺跡の発掘調査と関連調査をおこない、
同地の遊牧社会の文化的多様性と集団間交
流を通時的に解明する。このことが第 2 の目
的である。 
 
３．研究の方法 
（1）本研究が調査の対象とするのはルギス
共和国東部の天山山脈北麓地域である。この
地域は天山山脈という自然のバリアを挟ん
で中国と国境を接し、西アジア型牧畜文化の
終着点となっている（図 1）。したがって、牧
畜文化の起源地域と最周縁の受容地域にお
ける遊牧社会形成課程の比較研究をおこな
うために恰好な地域である。さらに、キルギ
スは西・中央アジアと東アジアの接点に位置
するという地理的条件により、東アジアの牧
畜文化との比較研究をもその視座に収める
ことができる。 
 
 
 
 
 
 

 
 

図 1  キルギスの位置 
 

（2）本研究の具体的内容の一つは遺跡の分
布調査である。遺跡の分布調査により旧石器
時代から歴史時代までの遺跡を網羅的に記
録し、遺跡数の変遷、遺跡規模の変化、遺跡
の立地特性（セトルメント・パターン）を解
明する。キルギス共和国はこれまで邦人によ
る調査がほとんどおこなわれてこなかった
地域である。そのような状況下で研究を推進
するためには、海外調査経験の豊富な邦人研
究者や、同地の遺跡を熟知しているキルギス
人研究者の協力参加が不可欠である。 
（3）第 2 の、もっとも重要な具合的研究は
遺跡分布調査の成果にもとづき選定する遺
跡の発掘調査である。遊牧社会の形成過程を
跡づけるために恰好な紀元前 4千年紀から紀
元前前 2千年紀にかけた集落、墓地を選定し、
発掘調査をおこなう。そのうえで、出土資料
の分析に基づき、居住形態や生業形態あるい
は周辺地域との交流関係を考察し、C14 年代
測定や動植物遺存体などの自然科学的分析
をとおして年代や生業形態に関する実証的
な物証を提起する。 
（4）以上の遺跡分布調査と発掘調査の成果
に基づき、キルギスにおける遊牧社会形成に
関する既存モデルを検証し、中央アジア遊牧
社会の通時的な地理的・文化的な多様性を解
明する。 
 
４．研究成果 
平成 25年度から 28年度までの 4年間に得

た主な研究成果、得られた成果の国内外当該
研究分野への貢献、研究の今後の展望は以下
の如くである。 



（1）平成 25 年度の主な研究成果 
①キルギス現地調査 
-1：7 月に大沼克彦（研究代表者）と久米

正吾（研究分担者）が天山山脈北麓域のアイ
グルジャル No.2 遺跡の発掘調査（中央アジ
ア＝アメリカ大学主催）に参加し、中石器層
由来炭化遺物3点をC14法で年代測定して紀
元前 12000∼11000 年という値を得た。 また、
同遺跡の東 1km のアラムシャク遺跡採取の
C14 年代資料 2 点に関しても同様な年代（紀
元前 10000 年）を得た。一方、積石遺構から
成る文化層の炭化遺物 4 点は紀元前 1900∼
1500 年（後期青銅器時代）という年代をも
たらした。この年代と中石器層の年代のあい
だに存在する 1 万年ほどの時間的空白は、天
山山脈北麓域での遊牧社会形成が同地での
連続発展ではなく、他地域からの集団流入に
よった可能性があるという重要な成果をも
たらした。 
 -2：12 月 3 日から 10 日にかけて：大沼と
濵田英作（研究分担者）がキルギスに赴き、
大沼がイシク湖西岸部の後期旧石器時代初
頭（5～4 万年前）のアク・オロン遺跡を訪れ、
出土石器を研究した。この石器群は西アジア
石器群と類似するが東アジア石器群とは異
なるという点で極めて重要である。濱田は首
都ビシュケクの大学、図書館、博物館で研究
をおこない、インド・ヨーロッパ系民族の痕
跡に関する手掛かりを得た。 
 ②国内研究 

-1：宮田佳樹（研究分担者）が出土炭化物
5 点の C14 年代測定をおこなった。 

-2：関連研究会へ参加してキルギス現地調
査の成果を公表し、本研究の意義を提唱した。 

-3：ホームページを立ち上げ、頻繁な更新
をとおして研究成果を迅速に公表した。 

-4：26 年 3 月 23 日に、久米、アブディカ
ノワらが、古代オリエント博物館で開催され
た第 21 回西アジア発掘調査報告会で「ユー
ラシア古代遊牧社会形成の比較考古学：キル
ギス、ナリン川流域での日本-キルギス合同考
古学調査（2013 年）」という演題の研究成果
を発表した。 
（2）平成 26 年度の主な研究成果 
①キルギス現地調査 
-1：6 月 6 日から 7 月 10 日にかけ、大沼が

チュイ州クラマ遺跡の発掘調査に参加した。
この遺跡の後期旧石器層から出土した炭化
物の C14 測定値（22900 B.P. (1 層)、26000
∼29000B.P.（2 層）、30000 B.P.（3 層））は、
「遊牧社会形成」前史の研究として、後期旧
石器時代人（ホモ・サピエンス）が中央アジ
アに出現した経緯を知るうえで極めて重要
である。 

-2：7 月 4 日から 26 日にかけ、久米がナリ
ン州アイグルジャル遺跡の発掘調査に参加
した。発掘で出土した炭化物に対する 13065
∼13475 B.P.（中石器層）、3695 B.P.（青銅器
時代層）という C14 測定値は、両層のあいだ
に約 1 万年の空白を示しており、前年度に提

唱した「天山山脈北麓の遊牧社会形成が同地
での発展ではなく、他地域からの集団流入に
よった」とする考察をより妥当なものとした。 
② 国内研究 
-1：宮田が発掘で出土した炭化物 17 点の

C14 年代測定をおこなった。 
-2：27 年 3 月 19 日から 24 日にかけ、キ

ルギス考古学の最新情報を提供するために
キ ル ギ ス 側 の 研 究 協 力 者 の Temirlan 
Chargynov、Aida Abdykanova 両氏を招聘
し、第 22 回西アジア発掘調査報告会（3 月
21 日：古代オリエント博物館）で「ユーラ
シア古代遊牧社会形成の比較考古学：キルギ
ス、クラマ遺跡の発掘調査（2014 年）」（大
沼と Chargynov の共同発表）、および、「ユ
ーラシア古代遊牧社会形成の比較考古学：キ
ルギス、ナリン川流域での日本・キルギス合
同考古学調査（2014 年）」（久米、Abdykanova
らの共同発表）の 2 つの研究発表をおこなっ
た。 

-3：27 年 3 月 22 日に本研究プロジェクト
と東京大学考古学研究室が共催した公開講
演会「キルギスの先史時代」（於：東京大学）
で Temirlan Chargynov「演題：Palaeolithic 
Sites in Kyrgy zstan and the Current State 
of their Research」、Aida Abdykanova「演
題 ： The Mesolithic and Neolithic of 
Kyrgyzstan」の両氏が講演をおこない、キル
ギスにおける遊牧社会形成前史の研究意義
を提唱した。 
（3）平成 27 年度の主な研究成果 
①キルギス現地調査 
-1：7 月 29 日から 8 月 27 日にかけて久

米がアイグルジャル 3 遺跡の発掘調査、ナリ
ン川流域アラムシク山域とゴル・ナリン・ト
ー山域での遺跡踏査、イシク・クル湖南岸ト
ソル川流域からテルスケイ・アラ・トー山域
での試掘と遺跡踏査を実施し、地理情報学調
査の早川が 5 日間合流した。特に、イシク・
クル湖畔ウチュ・クルブ遺跡の試掘で得た炭
化試料の C14 年代値は過去試料とあいまっ
て紀元前 2 千年紀内の 2 つの時期を示し、後
期青銅器時代から鉄器時代にかけた変化を
知るために重要な情報をもたらした。 

-2：26 年度に開始したクラマ旧石器遺跡の
発掘は大沼が出張許可を得られず不参加と
なったため、キルギス側研究協力者の
Temirlan Chargynov 氏だけで実施した（7
月）。26 年度の発掘で明かした層序より下位
の 4 層から出土した炭化遺物 3 点は 27000∼
32000B.P. という C14 年代値をもたらし、
上位の 1 層から 3 層の年代値 （22900 B. P.
～30000 B. P.）と整合的である。出土石器が
上位 3つの層と同様に中期旧石器的特徴をも
つ後期旧石器であることから、ネアンデルタ
ール人（中期旧石器時代）とホモ・サピエン
ス（後期旧石器時代）が並存あるいは混交し
たと推定されている中央アジアの旧石器研
究の今後の方向に貴重な新情報を提供した。 
②国内研究 



-1：宮田が現地調査で得た炭化資料 6 点の
C14 年代測定をおこなった。 

-2：28 年 2 月 6 日に上野の黒田記念館で 
公開シンポジウム「キルギスとその周辺地域
における遊牧社会の形成」を開催した。基調
講演者として招聘（2 月 5 日∼12 日）したキ
ル ギ ス 側 研 究 協 力 者 の Kubatbek 
Tabaldyevuji 氏が「キルギスにおける歴史考
古学調査の最新動向」という演題のもと、本
邦関連研究者にキルギスの最新考古学情報
を提供した。 

-3：28 年 3 月 27 日に古代オリエント博物
館で開催された第 23 回西アジア発掘調査報
告会で久米、Abdykanova、大沼らが「ユー
ラシア古代遊牧社会形成の比較考古学：キル
ギス、ナリン川流域、イシク・クル域での日
本-キルギス合同考古学調査（2015 年）」とい
う演題の研究発表をおこなった。 
（4）平成 28 年度の主な研究成果 
①キルギス現地調査 
-1：8 月 8 日から 26 日にかけて久米がナ

リン川流域ナリン・トー連山のモル・ブラク
１遺跡で試掘調査をおこない、これに地理情
報学の早川が 5 日間合流した。この最終年度
の現地調査により、それまでの 3 年間の調査
を補足・総括した。 
②国内研究 
-1：宮田が現地調査で得た炭化資料 17 点

の C14 年代測定をおこなった。 
-2：8 月 26 日から 9 月 4 日にかけてキル

ギス側研究協力者の Aida Abdykanova 教授
を招聘し、京都で開催された世界考古学会議
第 8 回京都大会（WAC-8 Kyoto 2016 ( 平成
28 年 8 月 28 日∼9 月 2 日)）の T06-S 部会
（ Recent Archaeological Research in 
Central Asia）で本研究のメンバーとともに
研究成果を複数発表（9 月 1 日）し、本研究
の意義と成果を国内外に広報した。 

-3：29 年 1 月 31 日、4 年間の全研究期間
に蓄積した研究成果と周辺地域の最新関連
研究成果をとりまとめ、『キルギスとその周
辺地域における遊牧社会の形成 2016 年度科
学研究費基盤研究（B）海外学術調査「ユー
ラシア古代遊牧社会形成の比較考古学（課題
番号：25300040）」論文集』（全 117 頁）と
して出版した。 

-4：29 年 3 月 25 日に久米、Abdykanova、
大沼らが古代オリエント博物館で開催され
た第 24 回西アジア発掘調査報告会で「ユー
ラシア古代遊牧社会形成の比較考古学：キル
ギス、ナリン川流域での日本-キルギス合同考
古学調査（2016 年）」という演題の発表をお
こなった。 
（5）成果の国内外当該研究分野への貢献 

4 年にわたるキルギス現地調査と国内関連
研究はキルギスにおける紀元前 12000 年か
ら 1500 年（中石器時代∼後期青銅器時代）に
かけた遊牧社会形成の実体の解明に向けて
大きな前進をもたらした。 
特に、①発掘遺跡の中石器層から青銅器時

代層のあいだに約 1万年の時間的空白があり、
連続性がないことを確認したこと、②アイグ
ルジャル遺跡群でコムギ、オオムギの栽培を
示す農耕物証を得たこと、③アイグルジャル
2 遺跡と 3 遺跡で採取した炭化資料の C14 年
代が紀元前1900年から1400年という後期青
銅器時代の年代を示したこと、④アイグルジ
ャル 3 遺跡で出土した耳飾、腕輪、ビーズ等
の青銅製品がウラル山脈からアルタイ山脈
にまたがる中央アジア広域に拡散したアン
ドロノヴォ文化に典型的なものであること
などは、天山山脈における農耕牧畜の導入が
アンドロノヴォ文化の広域拡散と連動して
いたことを示すもので（久米 2017）、中央ア
ジア遊牧社会形成に関する、西方からの遊牧
民移住、在地農牧民の専従遊牧民化という 2
つのシナリオのうちの前者の妥当性を国内
外関連研究分野に提起し、貢献する成果であ
るといえる。 
（6）研究の今後の展望 
 天山山脈での農耕牧畜の導入がアンドロ
ノヴォ文化の広域拡散と連動していたであ
ろうことは上述したが、さらに解明すべきは、
このアンドロノヴォ文化、あるいはその他の
農耕牧畜文化とどこで、どのように関係して
キルギスの遊牧社会が形成されたかという
課題である。 
したがって、今後はキルギス地域は言うま

でもなく、周辺地域における調査が必要であ
る。 
幸いにも、カザフスタン、ウズベキスタン、

モンゴルなど、キルギスの周辺地域で調査・
研究を推進してきた邦人研究者は少なくな
い。それらの調査・研究と連携しつつ、中央
アジア全体という巨視的な観点で遊牧社会
形成の経緯と地理的多様性を探求していく。 
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